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 港新聞が閲覧できる場所  
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―・―・―・―・―・―・―・  ゆ う や け  ・―・―・―・―・―・―・―
★｢合理化｣そのものが悪い訳ではありません

が、会社を支えてきた労働者を露頭へ放り出

すような形で強行してはなりません。泣き寝

入りせず、そのことを巨大企業に思い知らせ

た当事者２人と支援の人々に乾杯！(1頁) 

★上のような結果が得られたのも戦後営々と

続けられてきた働く者の運動があったから。

港区でも 3月、賃上げを求める労働者のスロ

ーガンが(8 頁)、消費増税撤回を訴える業者

の叫びが(9頁)、みなと通に響きました。 

★目立たぬ分野ながらコツコツと取り組みを

続ける人が港区にもおられます。算盤の普及

(6頁)。野良猫の保護・共存(12頁)。教育の

質向上に、市民生活の環境保全に、今後その

意義が必ずや輝き渡ることでしょう。 

★目立たぬ分野といえば、五輪や商業スポー

ツはともかく、地域スポーツではスケートに

プロレスでしょうか。普段なじみのないこの

2 つが存在感をアピール。片や氷上滑走の美

しさと爽快感(18 頁)、片や荒技･珍技の豪快

さとユーモア(20頁)。ソチも真っ青や。 

★｢港の若者たち｣(本紙144～152号)の1人が

嬉しい活躍を見せてくれました。家業や剣道

にも打ち込みながらブランドを立ち上げた青

年職人･淡路谷佳幸さん。あのハルカスで、珍

しいエイ革作品が注目を集めました(29頁)。 
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